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基礎資料２

防災・減災
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参考資料５

地震災害
◯ 30年以内に南海トラフ地震が発生する確率は70～80％程度
南海トラフ、首都直下地震、兵庫県周辺の主要４活断層帯で起こる地震の発生確率

出典：地震調査研究推進本部HP、県｢地域防災計画（地震災害対策計画）｣を元にビジョン課作成

地震 マグニチュード
地震発生確率
（３０年以内）

南海トラフ 南海トラフで発生する地震 ８～９クラス ７０～８０％程度

上町断層帯 ７．５程度 ２％～３％

中央構造線断層帯

金剛山地東縁 ６．９程度 ほぼ０％～５％

和泉山脈南縁 ７．６－７．７程度 ０．０７％～１４％

紀淡海峡－鳴門海峡 ７．６－７．７程度 ０．００５％～１％

讃岐山脈南縁－石鎚山脈北縁東部 ８．０程度 ほぼ０％～０．４％

石鎚山脈北縁 ７．３－８．０程度 ほぼ０％～０．４％

石鎚山脈北縁西部－伊予灘
８．０程度

もしくはそれ以上
ほぼ０％～０．４％

山崎断層帯

那岐山断層帯 ７．３程度 ０．０６％～０．１％

主部（北西部） ７．７程度 ０．０９％～１％

主部（南東部） ７．３程度 ほぼ０％～０．０１％

草谷断層 ６．７程度 ほぼ０％

養父断層帯地震 ７．５程度 －

（参考）

首都直下地震 ７クラス ７０％程度
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南海トラフ地震の震度と津波水位
◯ マグニチュード８～９クラスの巨大地震となった場合、震度は最大７、津波は最大
8.1ｍに

震度 市町名

７ 洲本市、南あわじ市

６強 神戸市、尼崎市、伊丹市、姫路市、
明石市、高砂市、たつの市、淡路市、
加古川市、播磨町

６弱 西宮市、芦屋市、相生市、赤穂市、
宝塚市、三木市、川西市、小野市、
加西市、加東市、稲美町、太子町

市町名 最高津波水
位

到達時間

南あわじ市 8.1ｍ 44分
洲本市 5.3ｍ 45分
尼崎市 4.0ｍ 117分
神戸市 3.9ｍ 83分
芦屋市 3.7ｍ 111分
西宮市 3.7ｍ 112分
淡路市 3.1ｍ 65分
相生市 2.8ｍ 120分
赤穂市 2.8ｍ 120分

出典 「地域防災計画地震災害対策計画」（2017）

地表震度分布 主な市町の最大震度

主な市町の最高津波水位と到達時間
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南海トラフ地震による被害想定
南海トラフ巨大地震津波の被害想定

出典：「南海トラフ地震・津波対策アクションプログラム」(2015)

◯南海トラフ地震の発生により、県では最大約29,100人の死者が出る恐れ

4



多発する豪雨
◯全国の１時間降水量80mm以上の年間発生回数は、1976年～1985年の平均
が10.7回であったのに対し、2008年～2017年の最近10年間の平均は18.1回と、
約1.7倍に増加
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出典 気象庁「大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化」

降雨量1時間80㎜以上の発生回数
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◯東日本大震災発生時にも、発災１週間以降から感染症疾患者急増
◯破傷風、レジオネラ症の症例の報告あり
◯ コロナの影響は避難行動の意識へも

◆避難行動意識への影響◆東日本大震災時感染症推移

◆東日本大震災時感染症報告症例

出典 ラジオNIKKEI「大規模災害と感染症」
国立感染症研究所感染症情報センター「感染症発生動向調査（全数報告）における震災に関連した届出症例」
新型コロナ感染症と災害避難研究会「新型コロナウイルス感染症流行時の災害と避難環境を考える手引き」

感染症・自然災害の同時発生リスク①（意識の高まり）
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感染症・自然災害の同時発生リスク②（避難所ガイドライン）
◯ 「新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営ガイドライン」策定
◯世帯ごとに２m間隔を開け、高さ1,4m以上の間仕切りにより距離を確保
◯物資に加え衛生資材などの必要数を把握及び事前準備

出典 兵庫県「新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営ガイドライン」（R2.6）

◆兵庫県における標準的な目安

◆標準世帯（３人）に必要な面積 ◆症状がある者専用室のレイアウト（例）

◆必要な物資・衛生資材等
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◯安全が確保できる場合、指定避難所以外の在宅避難や親戚宅への分散避難も推奨
◯受付で検温や体調の聞き取りを行い、発熱症状のある人は別室の専用スペースへ

感染症・自然災害の同時発生リスク③（避難先受け入れ）

◆適切な避難先の提示 ◆健康チェック窓口の設置

出典 兵庫県「新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営ガイドライン」（R2.6）

◆入所時健康チェック項目例
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